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❷

◆火入れ地

a…MHU2026 年春夏の火入れ予定地。春の播種は昨年夏焼地にて。
タカキビ・大豆等栽培と、ナラ・カシ等のポット苗定植と同時に。先
駆木類の保全もあわせて。

b…島根大学・里山焼かんかね？ 2025 年春火入候補地。eは

2023 年春～2025 年春、同火入れ地。

d…MHU,2026～2027 年火入れ予定。伐開と準備を進める。
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体験拠点 A

体験整備地
（ニホンミツバチ巣箱
　歩道など）

低木保全＆
低草誘導型草刈り

ゲート

ゲート

2025～27 伐開

古竹整備

尾根道の藪払い
観察歩行ルート
をつくる。

放牧地境界＝民有地と国有地の境界

古竹伐採竹
積み場→
竹炭づくり場

②

①

◆消し炭づくり予定地
❶❷…2026 年 1月～翌年 2月のところで。

①は火入れ後の遷移を牛が持続
的に入れるバランスを地形・地質・
植生をみながら誘導。
②④は試験的に多種多様な樹林
帯＆自然観察・体験地として整備。

詳細別紙

③

◆自然体験と観察～もりとはたけとうしのがっこう
どんぐり拾いや実生株の移植など全域で適宜。定植地は①を中心に。
体験全般は①②と尾根筋ルートを中心に。また、★Aでの火を使った
料理、食事など。

淡竹林

竹伐採と
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20m

黄タンク
　伐開時の竹積み
　消炭づくり
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黒タンク

イヌシデ

アベマキ
コシアブラ

クリ

リョウブ

ノグルミ

ホオノキ

アカマツ カラスザンショ

竹や枯木の除伐
などにより、林内
環境整備。
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2022 春夏焼地

2023 夏焼地

シラカシ
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2023 春焼地

2024 春焼地

2024 夏焼
→2025 春撒

スギ

2023.6.4 春焼
2024.5.25 春焼

2024 伐開済
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2026 夏焼

白タンク①

白タンク②
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20m

2025.8.31 夏焼

2025 秋冬

2025.6.1 春焼

放牧地境界 ?

2026 春焼

ここへ駐車

ここの柵、またいで可

牧場のトイレ使えます


